
＜第３学年　　日本語評価基準＞

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜１＞詩①

詩を読み、何度も繰り返し朗誦することを
通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

ことばの響きやリズムを楽
しみながら、詩の様子を思
い浮かべながら工夫して音
読することができる。

おおよその意味を知り、詩
に描かれた情景や思いを
描くことができる。

詩を何度も繰り返し朗誦す
ることを通して、日本語の
響きやリズムを楽しもうとし
ている。

日本の四季・年中行事②

身近な年中行事について学び、大切にし
ようとする意欲を高める。

日本には季節にちなんだ
年中行事があることを知
り、日本や世田谷区の行事
を調べることができる。

知っている年中行事につい
て話し合うことができる。

身近な年中行事を通して、
日本文化を大切にしようと
する気持ちをもつことがで
きる。

ことばっておもしろい②

「同音異義語」について理解し、ことばにつ
いての興味・関心を高める。

同じ言葉であっても異なる
意味を持たせるアクセント
に気付き、正しく発音するこ
とができる。

辞書を引いて同音異義語
を調べたり、同音異義語を
使い文を作ったりすること
ができる。

すすんで調べたり、文を
作ったりして言葉に対する
関心を深めようとしている。

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜２＞漢詩①

漢詩を読み、何度も繰り返し朗誦すること
を通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

ことばの響きやリズムを楽
しみながら、漢詩を工夫し
て音読することができる。

おおよその意味を知り、漢
詩に描かれた情景や思い
を話し合うことができる。

漢詩を何度も繰り返し朗誦
することを通して、日本語
の響きやリズムを楽しもうと
している。

世田谷区の地名の由来①

世田谷区の地名には、それぞれ名付けられた
由来があることを知り、地域の昔のことや、
人々が大切にしてきた思いなどを知る。

世田谷区の地名には、そ
れぞれ名付けられた由来
があることを知り、地域の
昔のことや、人々が大切に
してきた思いなどを理解す
る。

世田谷の地名や由来を調
べることができる。

自分の住む地域の学習を
通して、郷土を大切にしよ
うとする気持ちをもつことが
できる。

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜３＞俳句①

俳句を読み、何度も繰り返し朗誦すること
を通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

季節を表すことばを探し、
様子を想像しながら読むこ
とができる。

おおよその意味を知り、俳
句に描かれた情景や思い
を描くことができる。

俳句を何度も繰り返し朗誦
することを通して、日本語
の響きやリズムを楽しもうと
している。
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世田谷区の郷土カルタ②

世田谷区の地名の由来の学習や社会科
の学習で学んだことをもとに、世田谷区の
郷土カルタを作り、カルタ取りを楽しむ。

世田谷区の地名の由来の
学習や社会科の学習で学
んだことをもとに、世田谷
区の郷土カルタを作ること
ができる。

友達とカルタ取りを楽しむ
ことができる。

自分の住む地域の学習を
通して、郷土を大切にしよ
うとする気持ちをもつことが
できる。

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜４＞論語①

論語を読み、何度も繰り返し朗誦すること
を通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

ことばの響きやリズムを楽
しみながら、論語を工夫し
て音読することができる。

日常生活に関連させて考
えることができる。

論語を何度も繰り返し朗誦
することを通して、日本語
の響きやリズムを楽しもうと
している。

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜５＞漢詩①

漢詩を読み、何度も繰り返し朗誦すること
を通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

ことばの響きやリズムを楽
しみながら、漢詩を工夫し
て音読することができる。

おおよその意味を知り、漢
詩に描かれた情景や思い
を描くことができる。

漢詩を何度も繰り返し朗誦
することを通して、日本語
の響きやリズムを楽しもうと
している。

一冊の本から　童話・ファンタ
ジーの世界について語ろう①

今まで読んだ童話・ファンタジーから一番
おもしろかった本を選び、心に残ったことに
ついて紹介し合うことができる。

選んだ本の心に残ったこと
について、友達に表現する
方法を考えることができ
る。

選んだ本の心に残ったこと
について、友達に伝えるこ
とができる。

気に入ったお話をすすんで
見つけようとしている。

百人一首③

「百人一首」の短歌を、響きやリズムを楽し
みながら読み、カルタ取りを楽しむ。

カルタ遊びのルールを知
り、友達と短歌の響きやリ
ズムを大切にしながら楽し
むことができる。

好きな短歌を見つけ、百人
一首の世界に親しんでい
る。

百人一首を読み、日本の
四季折々の美しさや日本
人の奥深い心を味わってい
る。

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜６＞詩①

詩を読み、何度も繰り返し朗誦することを
通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

ことばの響きやリズムを楽
しみながら、詩を工夫して
音読することができる。

おおよその意味を知り、詩
に描かれた情景や思いを
描くことができる。

詩を何度も繰り返し朗誦す
ることを通して、日本語の
響きやリズムを楽しもうとし
ている。

日本語の響きやリズムを楽し
もう＜１１＞論語①

論語を読み、何度も繰り返し朗誦すること
を通して、ことばの響きやリズムを楽しむ。

ことばの響きやリズムを楽
しみながら、論語を工夫し
て音読することができる。

日常生活に関連させて考
えることができる。

論語を何度も繰り返し朗誦
することを通して、日本語
の響きやリズムを楽しもうと
している。


